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梅雨の季節になりました。梅雨どきは、じめじめ蒸し暑い日があるかと思

うと、ひんやりと肌寒い日もあります。また、梅雨の晴れ間には真夏のよう

な日差しが照りつけ、気温が急上昇することもあります。そのため、天気や

気温の変化に対応しきれず、体調を崩してしまう人も多くなります。 

睡眠･食事をしっかりとって、心もからだも元気に梅雨を乗り切りましょう。 

 

６月の保健目標： 歯と口の健康について考えよう 

         感染症･熱中症を予防しよう 
 

 

  【歯周病って】 

     歯垢（歯につく白いネバネバしたかたまり）の歯周病菌が、歯を支える歯肉や骨を壊す病気です。 

     症状の進み具合によって、「歯肉炎」と「歯周病」に分けられます。自分の歯肉をチェックしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯を失う原因

で一番多いの

は、実はむし歯

ではなく歯周病

です。 

約８０％の大人

がかかっている

とも言われてい

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスクを着けると皮膚からの熱が逃げにくくなったり、気づかない

うちに脱水になるなど、体温調節がしづらくなってしまいます。 

暑さを避け、水分をとるなどの「熱中症予防」と、マスク、換気など

の「感染症対策」を両立させましょう。 

体調に応じて、屋外で人と十分な距離（少なくとも２ｍ以上）が確

保できる場合には、マスクをはずすようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨の晴れ間には気温が３０℃を超す日もあり、体が暑さに慣れていないこの時期は、熱中症に注意が

必要です。水筒を忘れず持ってきて、こまめに水分補給をしてください。また、睡眠不足や朝食を食べな

いといった生活習慣も大きく影響します。自分の生活を見直し、熱中症の予防を心がけましょう。 


